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6月定例会6月定例会

安芸高田市財産区条 例制定について
介護保険法に基づく条例 の一部改正について

安芸高田市教育委員会委員の定数 に関する条例の廃止について
安芸高田市適応指導教室設置及び 管理条例の一部変更について

一般会計補正予算 1億6463万7千円　予算総額 194億6240万8千円

■
再
議
の
件

「
安
芸
高
田
市
副
市
長
の

選
任
の
同
意
に
つ
い
て
」

の
再
議
の
件

前
回
の
否
決
は
有
効

（
詳
し
く
は
６
～
７
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

■
議
員
発
議
（
３
件
）

○�

地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て全

員
賛
成

○��

教
職
員
定
数
の
改
善
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
拡
充
に
係
る
意

見
書
に
つ
い
て

全
員
賛
成

○�

安
芸
高
田
市
議
会
会
議

規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則全

員
賛
成

6
月
定
例
会

　

６
月
定
例
会
を
６
月

11
日
～
28
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案
や
所

管
事
務
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。（
８
～
11
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

　

一
般
会
計
の
補
正
予

算
は
予
算
決
算
常
任
委

員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

（
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

本
会
議
に
お
い
て
付

議
さ
れ
た
17
議
案
に
つ

い
て
、
議
案
第
46
号

「
安
芸
高
田
市
教
育
委

員
会
委
員
の
定
数
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
」
は
否
決
、
そ
の

他
の
議
案
、
議
員
発
議

３
件
は
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
11

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
13
～
18
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）

可決

可決

可決

否決

可決

■�

主
な
議
案
審
査
の
概
要

と
質
疑
・
討
論

■
議
案
第
33
号
～
38
号

　

財
産
区
の
管
理
形
態
の

移
行
に
係
る
管
理
会
関
連

条
例
及
び
、
坂
財
産
区
議

会
設
置
条
例
の
制
定

全
員
賛
成

■
議
案
第
40
号

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
支
給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

全
員
賛
成

■
議
案
第
41
号
～
44
号

　

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

の
施
行
に
伴
い
、
各
関
係

条
例
に
お
け
る
条
文
の
整

備
を
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

本会議の議決風景
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■
議
案
第
47
号

○�

適
応
指
導
教
室
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

熊
高　

地
域
制
を
廃
止
し
、年
齢
・

性
別
・
職
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
教

育
委
員
の
人
選
は
さ
れ
て
い
る
の

か
。

山
根
総
務
文
教
常
任
委
員
長

　

人
選
に
一
番
苦
労
さ
れ
て
い
る

の
は
保
護
者
代
表
で
あ
る
。

熊
高　

今
後
の
教
育
委
員
の
あ
り

よ
う
に
つ
い
て
委
員
会
で
の
判
断

は
。

山
根
総
務
文
教
常
任
委
員
長

　

教
育
委
員
会
、
総
合
教
育
会
議

で
し
っ
か
り
審
議
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
反
対
討
論

秋
田　

総
務
文
教
の
委
員
か
ら「
地

域
の
風
土
や
文
化
を
踏
ま
え
た
学

校
教
育
が
必
要
」と
意
見
が
あ
り
、

熟
慮
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
反
対

と
す
る
。

田
邊　

多
様
性
を
認
め
合
う
時
代
、

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
等
、
今

後
教
育
の
変
化
は
加
速
す
る
と
想

像
す
る
。
条
例
は
そ
の
ま
ま
残
す

こ
と
で
反
対
と
す
る
。

■
賛
成
討
論

芦
田　

市
の
財
政
が
厳
し
い
中
で

５
人
の
委
員
を
構
成
し
な
け
れ
ば

と
言
っ
て
い
た
の
で
は
行
財
政
改

革
は
進
展
し
な
い
。
市
が
合
併
し

て
17
年
が
経
過
す
る
。
市
全
体
の

教
育
の
あ
り
方
を
議
論
す
べ
き
で

あ
り
委
員
定
数
４
名
に
賛
成
す
る
。

■
採
決

■
賛
成

南
澤
・
芦
田
・
熊
高

■
反
対

田
邊
・
山
本（
数
）・
武
岡
・
新
田
・

山
根
・
先
川
・
児
玉
・
大
下
・

山
本（
優
）・
秋
田
・
金
行
・
石
飛

否
　
決

■
議
案
第
46
号

○�

教
育
委
員
会
委
員
の
定
数
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

■
概
要

　

上
位
法
で
あ
る
、「
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
」
で
、
定
数
に
関
す
る
規
定

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
段
、
条
例

で
定
数
を
規
定
す
る
必
要
は
な
い

た
め
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

■
委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑

熊
高　

各
町
の
人
選
は
本
当
に
厳

し
い
状
況
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

含
め
議
論
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

上
位
法
を
も
っ
て
い
る
国
と
の
連

携
に
影
響
は
な
い
の
か
。

山
根
総
務
文
教
常
任
委
員
長

　

教
育
長
か
ら
「
人
選
は
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
る
」
と
お
答
え
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、教
育
長
及
び
、

４
人
の
委
員
と
い
う
の
が
上
位
法
。

本
市
の
条
例
で
は
、
委
員
の
定
数

は
6
人
以
内
（
教
育
長
を
含
む
）

と
な
っ
て
い
る
。
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第2回臨時会第2回臨時会

副市長選任同意案採決
賛成５：反対10
賛成少数で不同意

■
同
意
第
2
号
（
１
件
）

　

副
市
長
の
選
任

　
　
　

四　

登　

夏　

希　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
在
住

不 

同 

意

議
案
第
31
号

○�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
災

害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
購
入
）

　

災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
１
台
の
購
入
。
契
約
方

法
は
指
名
競
争
入
札
。
契
約
の

金
額
は
税
込
で
５
４
７
８
万
円
。

　

更
新
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
は
登
録
後
20
年
が
経
過
し
て

お
り
、
今
般
更
新
計
画
に
基
づ

き
更
新
整
備
を
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

議
案
第
32
号

○�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
災

害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
購

入
）

　

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車

１
台
の
購
入
。
契
約
方
法
は
指

名
競
争
入
札
。
契
約
金
額
は
税

込
で
２
１
２
５
万
３
１
０
０
円
。

　

更
新
す
る
救
急
自
動
車
は
登

録
後
12
年
が
経
過
し
て
お
り
、

今
般
更
新
計
画
に
基
づ
き
更
新

整
備
を
す
る
も
の
。

全
員
賛
成

〈議案説明 同意第２号の提案理由〉
　昨年の６月に副市長の２人体制は議会で可決された。財政再建に
取り組み、持続可能な社会を実現するためにこそ２人目の副市長が
必要。
　新型コロナをめぐっては不安が残るが４月からワクチン接種が始
まり、７月中には高齢者の接種完了が見込める。３月の議会後たっ
た２か月半の間にも状況は前進している。
　そうした中、アフターコロナを見据えて体制を整えるのは当然で
ある。例えばデジタル化の推進、ＩＣＴの活用のためには民の力が
必要。むしろこうした策なく臨めば、落ち込んだ後、元の状態にす
ら戻れず、ただただ衰退が加速していく事態が懸念される。
　このような環境で最適だと考える副市長の人選が四登夏希さんで
ある。その理由は既に３月に説明しているが、改めて属性という観
点での意義を強調しておく。
　日本においてジェンダーギャップ、男女格差の問題というのは枚挙にいとまがない。まして、
この小さな地方の自治体においては言わずもがなである。そんな中、30代女性の副市長が就
任する、その意義は計り知れない。上の世代の方にとっては悲願がかなう、その体現者であり、
同世代にとっては心強い味方が増え、そして、下の世代にとっては憧れの存在が生まれる。
　説明会では、時間は限られたが、四登さんの人物について十分な理解が得られたように思
う。もちろん何ができるかは分からない。それは誰であっても分からない。挑戦とはそうい
うものである。今、この町には何よりも挑戦が必要。そして、四登さんが持つ能力、知識や
経験があればその成功の蓋然性は高く、信じるに値すると評価をしている。
　今回、副市長の人選に当たっては公募という方法をとり、全国から、圧倒的な透明性を持っ
て探した。これ以上の方を探す力というのは私にはない。もし仮にこの人選が不服だという
のであればぜひ代わりの方を御教示いただきたい。この方しかいない、それほどの自信を持っ
て副市長として四登夏希さんがこのまちに必要である。

（6月2日）
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第2回臨時会第2回臨時会
■
賛
成
討
論

南
澤
議
員

　

若
者
が
出
て
い
っ
た
き
り
戻
っ
て
こ
な
い
こ

と
が
安
芸
高
田
の
一
番
の
課
題
。
閉
鎖
的
、
排

他
的
だ
と
人
は
寄
り
つ
か
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

面
白
く
な
る
と
い
う
期
待
感
が
持
て
る
ま
ち
な

ら
ば
、
人
は
自
ず
と
寄
っ
て
く
る
。

　

面
白
く
な
っ
て
い
く
に
は
誰
か
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
必
要
だ
。
そ
の
挑
戦
を
周
り
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
、
成
功
し
て
い
く
。
そ
の
積
み
重
ね
で
ま

ち
は
元
気
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
副
市
長
案
は

行
政
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
こ
れ
を
議
会
が
支
え
て

い
く
べ
き
だ
。

　

再
び
に
ぎ
わ
う
た
め
の
起
爆
剤
と
し
て
、
四

登
氏
は
打
っ
て
付
け
だ
と
確
信
し
、賛
成
す
る
。

芦
田
議
員

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
四
登
さ
ん
の
話
を
直
接
聞
き
、

３
月
10
日
の
副
市
長
選
任
同
意
案
の
採
決
に
賛

成
し
た
の
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
強
く
確

信
し
た
。
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
仕
事
に
裏

づ
け
ら
れ
た
自
信
と
積
極
的
な
行
動
力
を
話
の

中
か
ら
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
多
様
性
が

求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
り
、
安
芸
高
田
市

に
お
い
て
も
女
性
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
る
。
四
登
さ
ん
が
副
市
長
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
が
起
爆
剤
と
な
っ
て
、
女
性
が
輝
い
て

活
躍
す
る
安
芸
高
田
市
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
そ
う
い
う
夢
を
抱
か
せ
て
く
れ
る
副
市

長
選
任
同
意
案
に
自
信
を
持
っ
て
賛
成
と
す
る
。

熊
高
議
員

　

こ
の
状
況
が
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
も
う

一
度
振
り
返
っ
て
も
ら
い
た
い
。
公
職
選
挙
法

に
違
反
す
る
よ
う
な
状
況
、
政
治
改
革
を
す
る

と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
流
れ
で
は
な
か
っ
た

か
。
ま
た
安
芸
高
田
市
を
後
ろ
に
戻
す
の
か
。

政
治
が
変
わ
ら
ず
に
行
政
が
変
わ
る
わ
け
は
な

い
。そ
の
こ
と
を
受
け
止
め
な
い
政
治
状
況
で
、

こ
の
安
芸
高
田
市
の
未
来
が
あ
る
の
か
。

　

こ
れ
か
ら
若
い
世
代
が
新
し
い
未
来
を
つ
く

る
こ
と
に
反
対
を
し
て
潰
す
こ
と
が
本
当
に
私

た
ち
政
治
家
の
す
べ
き
こ
と
か
。
こ
の
安
芸
高

田
市
の
未
来
を
一
緒
に
つ
く
る
よ
う
に
判
断
を

頂
き
た
い
。
そ
う
い
っ
た
立
場
で
賛
成
討
論
と

す
る
。

秋
田
議
員

　

私
は
昨
年
６
月
、
副
市
長
二
人
体
制
に
市
長

の
政
策
と
し
て
賛
成
し
た
。
石
丸
市
長
に
な
り

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
是
々
非
々

で
考
え
て
い
き
た
い
。
副
市
長
二
人
体
制
で
安

芸
高
田
市
が
よ
く
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
長
の

意
志
を
尊
重
す
べ
き
と
思
う
。

　

四
登
さ
ん
は
昨
日
の
説
明
会
で
、
高
齢
者
福

祉
、
子
育
て
支
援
、
若
者
定
住
等
を
軸
に
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
と
話
さ
れ
た

が
、
私
も
こ
の
こ
と
に
同
感
し
た
。

　

市
民
の
た
め
に
、
未
来
に
向
け
て
先
を
見
据

え
た
政
策
を
す
る
た
め
、
得
意
分
野
を
し
っ
か

り
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
と
将

来
を
託
す
と
い
う
願
い
で
賛
成
と
す
る
。

田
邊
議
員

　

四
登
さ
ん
が
副
市
長
に
な
っ
た
場
合
の
プ
ラ

ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
、
こ
の
部
分
の
意
見
は
よ

く
聞
く
。
し
か
し
、
否
決
さ
れ
た
場
合
の
プ
ラ

ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
視
点
と
い
う
の
は
非
常

に
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
。「
若
い
人
を
応
援

す
る
」
と
い
う
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は

非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
う
し
、
ま
た
逆
に

「
若
い
者
を
潰
し
て
し
ま
う
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
誤
解
で
あ
り
広
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
こ

の
ま
ち
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
だ
と
思
う
。「
市

民
の
皆
さ
ん
が
希
望
を
持
て
る
」
そ
う
い
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思

い
賛
成
す
る
。

■
反
対
討
論

武
岡
議
員

　

緊
急
事
態
宣
言
下
で
、
飲
食
業
を
は
じ
め
多

く
の
事
業
者
は
休
業
・
時
短
要
請
等
に
よ
り
疲

弊
し
て
い
る
。
副
市
長
は
年
間
約
１
３
０
０
万

円
、
任
期
４
年
間
で
約
５
６
０
０
万
円
の
人
件

費
が
必
要
。
こ
の
財
源
は
今
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

苦
し
む
市
民
に
優
先
し
て
充
て
る
べ
き
。

　

ま
た
、
本
市
を
取
り
巻
く
財
政
状
況
は
１
年

前
の
副
市
長
二
人
制
の
議
決
時
よ
り
悪
化
し
て

い
る
。
市
長
自
ら
財
政
の
厳
し
さ
を
訴
え
、
令

和
３
年
度
の
当
初
予
算
で
は
事
業
16
項
目
の
廃

止
と
１
事
業
の
凍
結
を
し
た
。
財
政
難
や
コ
ロ

ナ
禍
の
現
状
を
考
え
る
時
、
市
民
と
痛
み
を
分

か
ち
合
う
観
点
か
ら
も
副
市
長
二
人
制
は
現
状

で
は
適
当
で
な
い
と
考
え
反
対
す
る
。

新
田
議
員

　

前
回
私
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
業
務
効
率
化
、
縦

割
り
行
政
を
横
に
つ
な
ぐ
副
市
長
が
必
要
と
い

う
観
点
か
ら
賛
成
し
た
。
否
決
後
、
私
は
市
長

に
、
否
決
理
由
に
謙
虚
に
向
き
合
い
、
各
議
員

と
対
話
し
理
解
を
求
め
る
よ
う
訴
え
た
。

　

説
明
会
で
四
登
さ
ん
は
優
秀
で
意
欲
も
あ
る

素
晴
ら
し
い
方
と
感
じ
た
が
、
議
会
で
賛
否
が

拮
抗
す
る
よ
う
で
は
、
四
登
さ
ん
が
実
力
を
発

揮
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
市
長
に
は
期
待
し
て
い
た
が
、
否
決
か
ら

本
日
ま
で
の
取
組
姿
勢
に
つ
い
て
は
失
望
し
て

い
る
。
市
長
の
努
力
不
足
を
指
摘
し
、
同
意
案

に
反
対
す
る
。

石
飛
議
員

　

前
回
の
副
市
長
選
任
不
同
意
の
結
果
を
重
く

受
け
止
め
て
い
る
。
前
回
か
ら
市
長
が
抽
象
的

な
説
明
で
な
く
、
具
体
的
に
行
政
改
革
、
未
来

を
つ
な
げ
る
事
業
、
ま
た
は
課
題
解
決
の
策
を

発
信
し
て
、
な
お
か
つ
ど
う
し
て
も
二
人
目
の

副
市
長
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
訴
え
ら

れ
て
提
案
さ
れ
る
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
そ
の
姿

勢
が
見
ら
れ
な
い
中
で
の
再
提
出
は
理
解
が
し

難
い
。

　

市
政
運
営
に
お
い
て
現
状
の
状
況
を
わ
き
ま

え
て
、
全
職
員
を
信
頼
し
て
現
体
制
の
下
、
責

任
を
持
っ
て
夢
の
実
現
に
向
け
て
公
務
を
し
っ

か
り
と
遂
行
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
反

対
討
論
と
す
る
。

大
下
議
員

　

四
登
氏
に
つ
い
て
は
リ
モ
ー
ト
で
話
し
、
よ

く
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
安
芸
高
田
市

の
状
況
と
し
て
は
、
副
市
長
二
人
制
は
必
要
な

い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
議
会
は
個
人
評
価

す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
、
市
長
の
提
案
に

対
し
反
対
す
る
も
の
だ
。

　

３
月
に
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
一
部
の

議
員
の
行
動
も
民
主
主
義
に
反
す
る
も
の
じ
ゃ

な
い
か
と
考
え
る
。
市
長
自
ら
民
間
や
国
、
県

か
ら
資
金
調
達
を
す
る
行
動
が
な
け
れ
ば
改

革
、
財
政
再
建
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

重
ね
て
、
副
市
長
二
人
制
は
必
要
な
い
も
の
と

考
え
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　

■
採
決

　

■
賛
成

　

南
澤
、
田
邊
、
芦
田
、
熊
高
、
秋
田

　

■
反
対

　

山
本（
数
）、
武
岡
、
新
田
、
山
根
、
先
川
、

　

児
玉
、
大
下
、
山
本（
優
）、
金
行
、
石
飛

不 

同 

意
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６
月
28
日
に
「
安
芸

高
田
市
副
市
長
の
選
任

の
同
意
に
つ
い
て
」
の

再
議
の
件
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

再
議
制
度

　

地
方
自
治
法
に
基
づ

い
て
、
自
治
体
の
長
が

議
決
に
異
議
を
有
す
る

場
合
の
長
の
拒
否
権
と

し
て
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

議
決
が
長
の
意
思
・

政
策
に
反
す
る
場
合
に

付
す
る
「
一
般
的
拒
否

権
」
と
議
決
に
法
令
等

の
違
反
が
あ
っ
た
場
合

に
付
す
る
「
特
別
的
拒

否
権
」
が
あ
り
ま
す
。

　

本
件
は
「
議
会
基
本

条
例
」
に
違
反
す
る
と

し
て
特
別
的
拒
否
権
を

行
使
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
質
疑
及
び
答
弁

山
本（
数
）　

再
議
の
目

的
は
。

市
長　

議
決
の
過
程
に

対
し
、
説
明
責
任
を
果

た
す
必
要
が
あ
る
と
捉

え
た
。

山
本（
数
）　

人
件
費
を

減
額
補
正
で
き
な
い
法

的
根
拠
が
あ
る
の
か
。

市
長　

で
き
な
い
状
況
。

外
身
と
中
身
が
あ
べ
こ

べ
で
身
動
き
が
取
れ
な

い
。

金
行　

私
は
座
右
の
銘

と
し
て
オ
キ
テ
の
言
葉

を
使
っ
て
い
る
。
勘
違

い
し
な
い
よ
う
に
。

市
長　

大
人
は
発
言
に

責
任
を
持
つ
べ
き
。
政

治
家
に
は
そ
れ
が
一
番

求
め
ら
れ
る
。

南
澤　

意
見
聴
取
を
何

度
か
求
め
た
と
あ
る
が

具
体
的
に
は
。

市
長　

３
月
の
議
決
の

直
後
、
６
月
再
提
案
後
、

今
回
の
再
議
書
提
出
時
、

計
３
回
。

田
邊　

３
月
の
議
決
に

条
例
違
反
が
な
く
、
今

回
は
条
例
違
反
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
か
。

市
長　

３
月
議
決
の
時

点
で
も
現
れ
て
い
た
。

今
回
指
摘
の
ポ
イ
ン
ト

は
説
明
責
任
が
果
た
さ

れ
て
い
る
か
の
問
い
か

け
で
あ
る
。

秋
田　

法
令
違
反
が
あ

る
と
の
見
解
は
難
し
く

判
断
し
づ
ら
い
。
落
と

し
ど
こ
ろ
は
。

市
長　

し
っ
か
り
と
し

た
説
明
責
任
を
果
た
す
、

課
題
の
解
決
に
行
動
を

起
こ
せ
る
か
ど
う
か
だ
。

熊
高　

議
会
基
本
条
例

は
法
律
だ
と
思
う
。
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
法

律
違
反
だ
と
出
さ
れ
た

の
か
。

市
長　

法
律
違
反
で
な

く
法
令
違
反
。
法
令
の

中
に
は
法
律
・
条
例
も

含
ま
れ
る
。
議
会
基
本

条
例
は
条
例
の
一
つ
。

6月定例会6月定例会

〈再議に付する理由〉
①�本副市長の選任同意は候補者の諾否を問うための手続で、市長が選んだ副市長候補でいい
のかを審議する場だ。しかし候補者に関して問題がないとしつつ反対をした議員が複数い
た。これらの言説には多くの矛盾があり、議会基本条例第２条第３号「市政の課題に関す
る論点及び争点を明らかにすること」に反する。

②�予算との整合性。副市長の人件費を含む令和３年度予算を議会は全員一致で可決したにも
かかわらず、財政を理由に反対した議員が複数いる。この矛盾も議会基本条例第２条第３
号に反する。

③�反対討論の中で、副市長人事に関して「市長から具体的な説明がない」と主張があったが、
事前に設けた説明会や質疑の場で何ら質問をしていない。「分からない、知らない、聞い
てない」という状況は本来生じ得ない。それを問いただすことが議員の仕事だからだ。一
般質問もあり、事あるごとに質疑・質問をすることが可能だ。この点は議会基本条例第８
条第２項「政策等の必要性・妥当性、費用対効果、その他必要な事項について審議し、議
決または意見に反映させるよう努めなければならない」及び第13条第１項「議決において
入念な準備及び真摯な姿勢をもってこれに臨むよう心がけなければならない」に反する。

④�説明責任の問題。本来的には副市長人事の選任同意、候補者そのものを審議する場である
が、諸々の事情を踏まえ、いろんな理由で判断されることに問題はない。ただ、それなら
ばしっかりと道筋立てて説明をする責任はある。この点は議会基本条例第13条第２項「議
会における意見等に対し責任を負うものと自覚しなければならない」に反すると考える。

　以上の点を踏まえ、議会基本条例第13条第２項、及び第14条「市民に対する説明責任を果
たさなければならない」を遵守するよう再議を求める。

再 
議
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先
川　

再
議
書
は
安
芸

高
田
市
の
公
文
書
。
誰

が
起
案
さ
れ
た
の
か
。

市
長　

中
身
は
全
て
市

長
で
あ
る
私
が
判
断
し

て
い
る
。

先
川　

事
実
根
拠
の
確

認
も
せ
ず
公
文
書
に
書

い
て
い
い
の
か
。

市
長　

市
長
の
権
限
に

お
い
て
判
断
・
決
裁
し
、

全
て
の
責
任
は
市
長
に

帰
す
る
も
の
で
あ
る
。

山
本（
優
）　

自
由
討
議

の
結
果
が
10
対
５
の
議

決
に
な
っ
た
。
自
由
討

議
を
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
市
長
の
認
識
は
。

市
長　

こ
の
議
場
で
の

賛
成
討
論
、反
対
討
論
、

こ
れ
だ
け
で
済
ま
せ
ば

足
り
る
も
の
で
は
な
い
。

議
員
一
人
一
人
が
市
民

の
代
表
と
し
て
市
全
体

を
考
え
審
議
し
、
議
決

に
臨
む
。
そ
れ
が
自
由

討
議
の
本
質
で
あ
る
。

■
反
対
討
論

熊
高
議
員　

私
は
条
例
違
反
が

あ
っ
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

政
治
家
と
し
て
発
言
の
責
任
は

あ
り
、
そ
れ
が
間
違
い
で
あ
れ

ば
示
し
て
ほ
し
い
と
石
丸
市
長

は
答
弁
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
議
員
が
持
っ
て
い
る
理
念

等
を
ぶ
つ
け
合
う
場
が
あ
っ
て

初
め
て
市
民
に
も
背
景
が
見
え

て
く
る
。
法
令
に
基
づ
い
た
行

動
が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
、

今
後
の
議
会
の
あ
り
方
を
し
っ

か
り
考
え
て
い
く
べ
き
。

■
賛
成
討
論

田
邊
議
員　

そ
れ
ぞ
れ
の
議
員

個
人
の
考
え
方
を
議
会
全
体
の

考
え
方
と
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
第
２
条
第
３
号
に
違
反
し

て
い
る
と
判
断
で
き
な
い
。

　

市
長
と
議
員
の
会
話
の
中
で

の
や
り
と
り
と
思
わ
れ
、
客
観

的
な
根
拠
が
な
く
違
反
が
あ
っ

た
と
判
断
で
き
な
い
。し
か
し
、

自
由
討
議
は
で
き
て
お
ら
ず
、

前
議
会
か
ら
の
最
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

３
月
の
際
に
も
討
論
さ
れ
な

い
方
が
い
た
が
、
再
議
に
付
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
６
月
の
議

決
に
対
し
て
準
備
不
足
だ
か
ら

違
反
と
い
う
判
断
が
で
き
な
い
。

武
岡
議
員　

副
市
長
予
算
の
議

決
は
特
定
の
人
物
を
前
提
に
議

決
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
予

算
が
可
決
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
選
任
同
意
案
に
賛
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
的
拘

束
力
も
な
い
。
厳
し
い
行
財
政

環
境
、
社
会
経
済
情
勢
、
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
副
市
長
二

人
制
に
対
す
る
市
民
感
情
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
各
議
員
が

自
ら
の
判
断
の
下
に
議
決
さ
れ

た
も
の
。

南
澤
議
員　

第
２
条
第
３
号「
市

政
の
論
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
」
は
コ
ロ
ナ
禍
や
市
民
の
理

解
も
一
つ
の
論
点
と
な
り
得
る
。

　

第
13
条
第
２
項
の
説
明
責
任

に
つ
い
て
、
各
議
員
の
発
言
の

中
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

説
明
で
腑
に
落
ち
る
か
否
か
は
、

そ
れ
を
聞
い
た
市
民
の
判
断
だ
。

　
「
市
長
か
ら
具
体
的
な
説
明
が

な
か
っ
た
」
と
の
主
張
は
、
議

事
録
を
確
認
す
る
と
「
市
長
が

具
体
的
に
発
信
し
て
、
必
要
性

を
市
民
に
訴
え
た
か
」
と
の
内

容
だ
っ
た
。
こ
れ
を
根
拠
に
入

念
な
準
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
い
う
主
張
は
、
筋
が
通
ら
な

い
と
判
断
。

秋
田
議
員　

再
議
と
い
う
形
で

出
さ
れ
、
法
令
違
反
か
ど
う
か

と
判
断
を
す
る
時
、
違
法
だ
と

は
思
え
な
い
。
討
論
は
、
あ
く

ま
で
も
自
分
の
意
思
の
主
張
で

あ
り
、
自
分
の
判
断
で
行
う
も

の
で
、
各
議
員
の
発
言
を
取
り

上
げ
、
こ
れ
は
違
法
だ
と
い
う

判
断
は
で
き
な
い
。

金
行
議
員　

再
議
書
に
書
か
れ

て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
、
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
な
い
し
、
無

か
っ
た
と
確
信
し
て
い
る
。

6月定例会6月定例会

再議の議決風景

■
採
決

■
賛
成

南
澤
、
田
邊
、
山
本（
数
）、

武
岡
、
新
田
、
芦
田
、
山
根
、

先
川
、
児
玉
、
大
下
、

山
本（
優
）、
秋
田
、
金
行
、

石
飛

■
反
対

熊
高前

回
の
否
決
は
有
効

■討論・採決について

　本件は、副市長選任同意の議決における
違法性について審議しています。

○議決に違法性があり、前回の否決は無効
　⇒反対の意思表示

○議決に違法性がなく、前回の否決は有効
　⇒賛成の意思表示
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総務文教総務文教
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

６
月
22
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
８
件
と

陳
情
・
要
望
１
件
を
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
件
の
所
管
事

務
調
査
を
行
い
、
７
件

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○�

安
芸
高
田
市
教
育
委

員
会
委
員
の
定
数
に

関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

�

他
７
件

（
所
管
事
務
調
査
）

○�

第
２
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
つ
い
て

�

他
７
件

（
報
告
事
項
）

○�

「
み
ん
な
の
廃
校
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
応

募
状
況
に
つ
い
て

�

他
６
件

委 

員 

長　

山
根
温
子

副
委
員
長　

武
岡
隆
文

委　
　

員　

南
澤
克
彦

　
　
　
　
　

山
本
数
博

�

新
田
和
明

�

先
川
和
幸

�

山
本　

優

�

宍
戸
邦
夫

　

■
概
要

　

市
内
９
つ
の
財
産
区

の
う
ち
８
つ
の
財
産
区

の
管
理
形
態
を
議
会
形

式
か
ら
管
理
会
形
式
に

坂
財
産
区
は
議
会
形
式

を
継
続
と
し
、
市
の
条

例
と
し
て
整
備
す
る
も

の
。

■
採
決

　

全
員
賛
成
で
可
決

　

■
概
要

　

教
育
委
員
の
１
名
が

任
期
満
了
と
な
り
、
国

の
規
定
す
る
定
数
（
教

育
長
と
４
名
の
委
員
）

と
合
致
す
る
こ
と
と
な

っ
た
た
め
条
例
の
廃
止

を
議
会
に
求
め
る
も
の
。

■
質
疑

山
本（
数
）　

国
の
基
準

が
あ
る
も
の
を
、
あ
え

て
条
例
を
定
め
定
数
を

６
人
に
し
て
い
る
の
は
、

目
的
が
有
る
は
ず
。
そ

の
目
的
は
成
就
し
た
の

か
。

宮
本
教
育
次
長　

構
成

員
の
考
え
方
は
年
齢
・

性
別
・
職
業
等
に
著
し

い
偏
り
が
生
じ
な
い
よ

う
配
慮
し
、
保
護
者
代

表
を
含
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
偏
り
が
な

く
６
町
か
ら
選
ぶ
の
は

難
し
い
。

■
討
論

賛
成　

地
域
性
も
考
慮

の
一
つ
だ
が
、
こ
の
ま

ち
の
教
育
に
つ
い
て
審

議
す
る
も
の
で
あ
り
、

十
分
対
応
で
き
る
。

反
対　

旧
町
の
代
表
の

意
見
は
非
常
に
大
切
。

地
域
の
風
土
や
文
化
を

踏
ま
え
た
学
校
教
育
は

必
要
。
中
学
校
の
統
合

計
画
や
小
学
校
の
統
合

が
あ
っ
た
ば
か
り
で
地

域
事
情
も
大
切
。

■
採
決

　

賛
成
少
数
で
否
決

　
　

賛
成　

１
名

　
　

反
対　

６
名

■
概
要

　

適
応
指
導
教
室
は
不

登
校
児
童
生
徒
に
対
し
、

学
校
に
復
帰
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
設
し
た
。

今
後
は
学
校
復
帰
に
限

ら
ず
、
様
々
な
方
法
で

社
会
的
に
自
立
す
る
視

点
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

設
置
の
目
的
や
名
称
を

改
正
す
る
も
の
。

■
採
決

　

全
員
賛
成
で
可
決

所
管
事
務
調
査

　

■
概
要

　

第
２
次
市
総
合
計
画

は
、
平
成
27
年
度
よ
り

10
年
先
を
目
標
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
。

前
期
５
年
を
経
過
し
た

た
め
、
令
和
６
年
度
を

目
標
と
し
て
後
期
計
画

を
令
和
３
年
３
月
に
策

定
し
た
も
の
。

■
質
疑

先
川　

人
口
減
対
策
は
。

石
丸
市
長　

端
的
に
申

し
上
げ
る
と
食
い
止
め

よ
う
と
し
て
い
な
い
。

こ
の
20
年
政
策
を
打
ち

続
け
た
が
下
振
れ
だ
。

こ
の
現
実
を
受
け
入
れ

て
、
そ
れ
を
前
提
と
し

て
計
画
し
た
。

　

■
概
要

　

第
２
次
改
訂
版
が
４

年
経
過
し
、
状
況
が

刻
々
と
変
わ
る
中
で
、

経
常
収
支
比
率
の
上
昇

や
財
政
調
整
基
金
残
高

の
減
少
な
ど
厳
し
い
状

況
を
踏
ま
え
、
今
後
３

年
間
の
財
政
運
営
に
つ

い
て
第
３
次
改
訂
版
を

策
定
し
た
。
公
共
施
設

の
統
廃
合
や
事
業
の
見

直
し
な
ど
の
最
適
化
を

図
り
、
持
続
可
能
な
財

政
見
通
し
を
示
し
、
社

会
情
勢
の
変
化
や
新
た

な
課
題
と
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
健
全
な
財
政
運

営
を
目
指
す
も
の
。

高
藤
財
政
課
長　

歳
入

の
確
保
対
策
①
受
益
者

負
担
の
適
正
化
、
上
下

水
道
使
用
料
の
見
直
し
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進
。
③
基
金
の
戦
略

的
活
用
。
④
財
産
の
売

却
等
。
歳
出
削
減
策
①

事
務
事
業
の
見
直
し
、

内
部
管
理
経
費
の
削
減
。

②
公
共
施
設
の
配
置
適

正
化
。
こ
れ
ま
で
の
改

善
・
改
革
を
継
続
し
、

新
た
な
行
政
改
革
を
実

施
す
る
こ
と
が
健
全
化

財
産
区
管
理
会
条
例

教
育
委
員
会
委
員
の
定

数
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

適
応
指
導
教
室
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

第
２
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
つ
い
て

財
政
運
営
方
針
・
財
政

健
全
化
計
画
（
第
３
次

改
訂
版
）
に
つ
い
て
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の
条
件
と
な
る
。
確
実

に
実
施
す
る
こ
と
で
、

令
和
４
年
～
６
年
の
合

計
収
支
は
黒
字
に
な
る
。

■
質
疑

武
岡　

歳
入
の
確
保
・

歳
出
の
削
減
は
第
２
次

改
訂
版
で
も
あ
っ
た
が
、

目
標
値
に
対
し
結
果
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

高
藤
財
政
課
長　

第
２

次
改
訂
版
は
一
定
程
度

の
成
果
は
あ
っ
た
が
災

害
等
も
あ
り
計
画
通
り

に
は
い
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た

め
、
第
３
次
改
訂
版
を

作
成
し
新
た
な
目
標
を

立
て
取
り
組
む
。

　

■
概
要

　

利
用
者
の
減
少
に
よ

り
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
今
後
の

運
行
の
在
り
方
や
利
用

促
進
策
を
協
議
す
る
場

の
設
定
を
申
し
入
れ
さ

れ
て
い
る
。

■
質
疑

山
本（
数
）　

３
月
の
ダ

イ
ヤ
改
正
で
廃
止
さ
れ

た
便
が
あ
り
日
常
生
活

で
不
便
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。
復
活
の
要
望
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
丸
市
長　

２
月
に
Ｊ

Ｒ
西
日
本
広
島
支
社
で

意
見
交
換
し
た
。
Ｊ
Ｒ

西
は
現
状
や
先
行
き
に

つ
い
て
厳
し
い
認
識
を

持
っ
て
い
る
。
民
間
企

業
に
対
し
、
イ
ン
フ
ラ

事
業
と
し
て
も
お
願
い

す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。

何
と
か
こ
こ
で
踏
み
と

ど
ま
る
、
ダ
イ
ヤ
の
現

状
維
持
の
た
め
だ
け
に

で
も
沿
線
を
活
性
化
さ

せ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
議
論
を
し

て
い
る
。

山
本（
数
）　

向
原
駅
の

有
人
に
よ
る
切
符
販
売

が
廃
止
さ
れ
た
が
、
甲

立
駅
は
有
人
販
売
の
機

能
を
持
っ
て
お
り
、
市

と
し
て
そ
の
存
続
を
行

う
べ
き
と
思
う
が
。

猪
掛
企
画
振
興
部
長

　

状
況
の
変
化
や
市
民

の
た
め
に
何
が
最
適
か

を
勘
案
し
て
検
討
し
た
い
。

　

■
概
要

　

広
島
駅
弁
当
が
安
芸

高
田
ア
グ
リ
フ
ー
ズ
か

ら
株
主
撤
退
し
た
こ
と

に
よ
り
、
広
島
ア
グ
リ

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
が
給

食
業
務
を
行
っ
て
い
る

も
の
。

柳
川
教
育
総
務
課
長

　

広
島
ア
グ
リ
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
の
食
品
衛
生

法
に
基
づ
く
保
健
所
へ

の
未
届
け
事
案
に
つ
い

て
は
営
業
許
可
の
確
認

が
不
十
分
で
あ
っ
た
。

発
覚
は
、
同
社
が
西
部

保
健
所
に
電
話
で
問
い

合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た

際
に
分
か
っ
た
も
の
。

再
発
防
止
と
一
層
の
安

心
安
全
な
給
食
提
供
に

努
め
る
。

　

今
後
の
方
針
は
調
理

配
送
と
炊
飯
加
工
を
同

一
業
者
に
発
注
す
る
こ

と
を
基
本
に
検
討
し
て

い
る
。

■
質
疑

武
岡　

2
月
2
日
時
点

で
は
、
新
年
度
も
継
続

し
て
安
芸
高
田
ア
グ
リ

フ
ー
ズ
㈱
と
業
務
委
託

契
約
を
行
う
予
定
で
進

め
て
い
た
も
の
が
、
2

月
26
日
に
は
広
島
駅
弁

当
㈱
が
株
主
撤
退
を
表

明
し
た
。そ
の
原
因
は
。

柳
川
教
育
総
務
課
長

　

２
月
初
旬
は
安
芸
高

田
ア
グ
リ
フ
ー
ズ
と
の

契
約
を
進
め
て
い
た
が
、

所
管
課
か
ら
撤
退
の
話

を
聞
き
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
今
の
結
論
に
至

っ
た
。

報
告
事
項

　

■
概
要

　

携
帯
電
話
の
不
感
地

域
に
つ
い
て
、
毎
年
度

国
に
対
し
解
消
要
望
を

行
っ
て
い
る
。

竹
本
情
報
管
理
課
長

　

総
務
省
中
国
総
合
通

信
局
に
12
地
区
52
世
帯

の
解
消
要
望
を
行
っ
て

い
る
。
昨
年
度
は
２
地

区
解
消
し
た
。今
後
も
、

各
地
域
か
ら
の
要
望
を

考
慮
し
、
国
を
通
じ
て

携
帯
電
話
会
社
に
解
消

要
望
を
行
う
。

■
質
疑

武
岡　

地
域
か
ら
要
望

が
出
て
取
組
を
さ
れ
て

い
る
地
区
が
ほ
と
ん
ど
か
。

竹
本
情
報
管
理
課
長

　

個
々
に
相
談
を
受
け

て
い
な
い
が
、
不
感
地
域

に
つ
い
て
は
携
帯
電
話

会
社
が
把
握
し
て
い
る
。

地
域
か
ら
相
談
を
受
け

れ
ば
電
話
会
社
へ
の
要

望
活
動
を
支
援
す
る
。

　

■
概
要

　

小
中
学
校
の
児
童
生

徒
一
人
一
台
端
末
の
整

備
を
３
月
ま
で
に
行
っ
た
。

そ
の
運
用
状
況
の
報
告
。

柳
川
教
育
総
務
課
長

　

本
年
度
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
２
名
を
配
置
し
、

授
業
支
援
や
学
習
活
動

全
般
に
わ
た
る
教
員
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
の
方

針
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
臨
時
休
校
等
を
踏

ま
え
、
端
末
の
持
ち
帰

り
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

な
ど
を
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

■
概
要

　

文
科
省
の
主
催
す
る

「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し

閉
校
と
な
っ
た
学
校
等

の
事
業
提
案
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
も
の
。

柳
川
教
育
総
務
課
長

　

５
施
設
へ
そ
れ
ぞ
れ

１
つ
ず
つ
事
業
提
案
が

あ
る
。
今
後
は
、
相
手

と
対
話
を
行
い
な
が
ら

進
め
る
。

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て

携
帯
電
波
不
感
地
域
の
現
状

と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
取
組
状
況
に
つ
い
て

「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
応
募
状

況
に
つ
い
て

総務文教総務文教
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　

６
月
23
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
５
件
を

慎
重
に
審
査
し
、
報
告

を
９
件
受
け
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○�

安
芸
高
田
市
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
支

給
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○�

介
護
保
険
法
に
基
づ

く
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○�

介
護
保
険
法
に
基
づ

く
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に

指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た

め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

■
概
要

広
島
県
の
福
祉
医
療
費

公
費
負
担
事
業
費
補
助

金
交
付
要
綱
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

■
質
疑

金
行　

入
院
は
14
日
ま

で
、
通
院
は
４
日
ま
で

を
上
限
と
し
て
支
給
さ

れ
る
と
理
解
し
て
よ
い

か
。

井
上
保
険
医
療
課
長

　

入
院
が
14
日
ま
で
、

通
院
が
４
日
ま
で
が
上

限
と
い
う
の
は
自
己
負

担
の
上
限
で
あ
る
。

　

一
医
療
機
関
に
つ
き
、

一
回
５
０
０
円
の
自
己

負
担
が
あ
り
、
入
院
は

７
０
０
０
円
、
通
院
は

２
０
０
０
円
が
自
己
負

担
の
上
限
と
な
る
。

　

■
概
要

　

介
護
保
険
法
に
基
づ

く
各
事
業
に
つ
い
て
指

定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
施
行
に
伴
い
、

各
関
係
条
例
に
お
け
る

条
文
の
整
備
を
す
る
も

の
。

■
質
疑

秋
田　
「
高
齢
者
虐
待

防
止
の
推
進
」
を
掲
げ

て
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も

取
組
を
し
て
き
た
経
緯

は
あ
る
と
思
う
が
見
解

を
伺
う
。

井
上
保
険
医
療
課
長

　

虐
待
防
止
は
こ
れ
ま

で
も
自
主
的
な
取
組
を

さ
れ
て
き
た
。
今
回
の

改
正
で
改
め
て
明
文
化

す
る
も
の
で
あ
る
。

石
飛　

今
回
の
条
例
改

正
の
運
用
に
よ
り
、
一

部
負
担
金
の
値
上
げ
を

し
て
い
る
こ
と
は
あ
る

か
。

井
上
保
険
医
療
課
長

　

今
回
の
条
例
改
正
に

お
い
て
利
用
者
の
負
担

が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

熊
高　
「
業
務
継
続
に

向
け
た
取
組
の
強
化
等
」

と
共
通
し
て
書
い
て
あ

り
、
令
和
５
年
度
末
ま

で
は
努
力
義
務
と
い
う

こ
と
だ
が
、
全
体
と
し

て
の
レ
ベ
ル
等
は
ど
う

か
。

井
上
保
険
医
療
課
長

　

令
和
５
年
度
末
ま
で

は
努
力
義
務
と
な
っ
て

お
り
、
各
事
業
者
は
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
る
が
、
体

制
を
整
備
さ
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
は
で
き
て
い
な

い
。
努
力
義
務
の
期
間

を
経
て
令
和
６
年
度
以

降
は
確
実
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

報
告
事
項

　

■
概
要

　

平
成
28
年
か
ら
昨
年

度
の
更
新
を
含
め
、
株

式
会
社
五
輪
の
運
営
状

況
等
、詳
細
に
つ
い
て
。

■
質
疑

熊
高　

議
案
審
査
の
時

に
、
指
定
管
理
業
者
と

協
議
し
て
い
く
ら
か
の

指
定
管
理
料
減
額
を
求

め
て
い
く
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
伺
う
。

毛
利
環
境
生
活
課
長

　

協
議
の
結
果
約
１
０

０
万
円
減
額
し
て
い
る
。

熊
高　

指
定
管
理
料
の

試
算
と
現
実
の
違
い
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
今
後
の
指
定
管
理
料

に
生
か
し
て
い
く
の
か

考
え
を
伺
う
。

毛
利
環
境
生
活
課
長

　

あ
じ
さ
い
聖
苑
で
の

式
が
な
く
な
る
と
歳
入

部
分
が
減
っ
て
く
る
。

火
葬
自
体
の
運
営
で
賄

う
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

田
邊　

年
間
の
火
葬
件

数
の
現
状
が
増
え
て
も

対
応
で
き
る
能
力
が
あ

る
の
か
。

福
井
市
民
部
長

　

一
日
最
大
で
６
件
は

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
火
葬
の
状
況
に

応
じ
て
一
日
８
件
等
に

増
え
た
場
合
で
も
時
間

外
で
の
火
葬
は
必
要
か

と
考
え
て
い
る
。

　

年
間
に
す
る
と
相
当

の
余
裕
が
あ
る
状
況
に

あ
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
法
に
基
づ
く

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

葬
斎
場
あ
じ
さ
い
聖
苑

運
営
状
況
に
つ
い
て

産業厚生産業厚生
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■
概
要

　

安
芸
高
田
ア
グ
リ
フ

ー
ズ
㈱
は
施
設
の
休
止

届
を
国
に
提
出
し
た
う

え
で
令
和
２
年
度
決
算

事
務
を
行
っ
て
い
る
。

施
設
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
方
向
性
を
決
め
た

後
、
解
散
に
つ
い
て
総

会
で
議
決
す
る
予
定
。

■
質
疑

熊
高　

広
島
駅
弁
当
㈱

が
安
芸
高
田
ア
グ
リ

フ
ー
ズ
の
株
主
を
撤
退

す
れ
ば
市
と
Ｊ
Ａ
で
は

事
業
を
継
続
で
き
な
い

と
判
断
し
た
の
か
。

石
丸
市
長　

Ｊ
Ａ
と
一

緒
に
す
る
か
話
を
し
た

が
、
Ｊ
Ａ
も
こ
の
状
況

で
は
続
け
ら
れ
な
い
だ

ろ
う
と
い
う
意
思
決
定

を
さ
れ
た
。
市
の
直
営

で
で
き
る
か
ど
う
か
検

討
を
し
た
が
結
論
は
不

可
能
で
あ
っ
た
。

秋
田　

事
業
継
続
の
可

否
及
び
課
題
解
決
策
に

つ
い
て
株
主
三
者
の
合

意
を
前
提
に
協
議
を
進

め
て
い
る
と
書
い
て
あ

る
が
、説
明
を
求
め
る
。

三
戸
地
域
営
農
課
長

　

施
設
の
活
用
方
法
の

検
討
に
入
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
譲

渡
や
活
用
等
す
る
際
に

は
補
助
金
の
取
り
扱
い

等
の
課
題
解
決
に
つ
い

て
は
株
主
三
者
合
意
形

成
を
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■
質
疑

熊
高　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
結

果
を
事
前
に
確
認
す
る

取
組
は
あ
る
の
か
。

松
田
商
工
観
光
課
長

　

高
校
に
は
２
週
間
前

か
ら
検
温
を
実
施
し
て

も
ら
い
、
ス
タ
ッ
フ
も

２
週
間
前
か
ら
検
温
を

実
施
す
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
ま
で
は
お
願
い
し
て

い
な
い
。

　

■
概
要

　

安
心
安
全
に
加
え
透

明
性
の
あ
る
道
路
整
備

を
お
こ
な
う
た
め
、
優

先
順
位
や
緊
急
度
等
明

確
な
道
路
整
備
基
準
を

定
め
た
も
の
。

■
質
疑

熊
高　

要
望
が
あ
っ
て

初
め
て
評
価
を
す
る
の

か
。

五
島
建
設
課
長

　

生
活
道
と
考
え
て
い

る
の
で
地
域
の
方
の
要

望
に
基
づ
い
て
評
価
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

田
邊　

評
価
項
目
に
通

学
路
と
あ
る
が
、
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
紐

づ
け
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

五
島
建
設
課
長

　

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
す
ぐ
や
る
課
で
対

応
し
て
い
る
。
今
回
の

項
目
に
載
っ
て
い
る
通

学
路
は
「
通
学
路
で
あ

る
か
ど
う
か
」
と
い
う

判
断
で
あ
る
。

　

■
概
要

　

資
源
化
施
設
に
係
る

修
繕
費
等
の
増
大
は
財

政
的
負
担
が
大
き
い
た

め
、
資
源
化
設
備
を
休

止
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト

削
減
の
検
討
を
行
う
も

の
。

■
質
疑

熊
高　

清
流
園
の
再
資

源
化
設
備
の
休
止
に
よ

っ
て
、
具
体
的
に
ど
れ

く
ら
い
の
金
額
が
削
減

で
き
る
の
か
。

佐
々
木
上
下
水
道
課
特

命
担
当
課
長

　

３
，
５
０
０
万
円
が

来
年
度
か
ら
削
減
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

安
芸
高
田
ア
グ
リ
フ
ー

ズ
株
式
会
社
に
つ
い
て

第
10
回
高
校
生
の
神
楽

甲
子
園
の
開
催
に
つ
い
て

道
路
整
備
基
準
に
つ
い
て

安
芸
高
田
清
流
園
の
資

源
化
設
備
の
休
止
の
検

討
に
つ
い
て

安芸高田アグリフーズ株式会社

第9回高校生の神楽甲子園

○�
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
指
定
介
護
予
防
支

援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等

に
係
る
介
護
予
防
の

た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

�

他
１
件

（
報
告
事
項
）

○�

安
芸
高
田
葬
斎
場
あ

じ
さ
い
聖
苑
運
営
状

況
に
つ
い
て

○�

安
芸
高
田
ア
グ
リ
フ

　

�

ー
ズ
株
式
会
社
に
つ

い
て

�

他
７
件

委
員
長　

大
下
正
幸

副
委
員
長　

芦
田
宏
治

委　
　

員　

田
邊
介
三

�

児
玉
史
則

�

熊
高
昌
三

�

秋
田
雅
朝

�

金
行
哲
昭

�

石
飛
慶
久

産業厚生産業厚生
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新型コロナワクチン接種の様子

補正予算補正予算

可 

決
一般会計補正予算（第3号）
1億6463万7千円を追加

令和3年度一般会計補正予算（第3号）
　既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億6,463万7千円を追加し、歳入歳出予算
の総額を194億6,240万8千円とするものです。

1．歳出【通常分】

所管部局 金額/千円 主　な　も　の
企 画 振 興 部 6,418 都市計画マスタープラン等策定業務委託料　他
市 　 民 　 部 2,381 臭気測定委託料　他
福 祉 保 健 部 990 障害児通所措置委託料
産 業 振 興 部 6,635 有害鳥獣対策補助金　他
そ 　 の 　 他 1,126 経済センサス活動調査費　他
合 　 　 　 計 17,550

2．歳出【新型コロナウイルス感染症対策分】

所管部局 金額/千円 主　な　も　の
総 　 務 　 部 26,257 電算システム工事委託料　他
福 祉 保 健 部 45,120 新型コロナウイルスワクチン接種委託料　他
産 業 振 興 部 62,500 サテライトオフィス誘致ＰＲ等補助金　他
教 育 委 員 会 13,210 情報教育推進基盤整備　他
合 　 　 　 計 147,087

３
年
度
補
正
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11人が 　
市政を問う

一問一答

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

インターネット議会中継
 一般質問・本会議をみてください！

〔視聴方法〕〔視聴方法〕

https://www.akitakata.jp/ja/parliament/https://www.akitakata.jp/ja/parliament/
市ホームページ 安芸高田市議会 議会中継→→ →→

インターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン環境などにより、正常にインターネット回線の状況やYouTube社側のメンテナンス、その他ご利用のパソコン環境などにより、正常に
視聴できない場合がありますので、ご了承ください。視聴できない場合がありますので、ご了承ください。

芦
田　

第
２
次
安
芸
高

田
市
総
合
計
画
の
前
期

５
年
間
の
成
果
は
。

市
長　

厳
し
い
評
価
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
色

々
な
目
標
を
立
て
た
が

達
成
率
は
４
割
以
下
。

人
口
達
成
目
標
も
大
幅

に
下
振
れ
し
て
い
る
。

芦
田　
「
世
界
一
住
み

た
い
と
思
え
る
ま
ち
」

実
現
の
た
め
に
、
後
期

計
画
で
新
し
く
始
め
る

取
組
は
。

市
長　

特
に
重
点
を
置

い
て
進
め
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
は
公
共
施
設

の
最
適
化
、
教
育
の
質

の
向
上
、
産
業
の
振
興

・
創
出
へ
の
取
組
で
あ

る
。

芦
田　

財
政
負
担
を
増

加
さ
せ
な
い
た
め
に
、

公
共
施
設
の
総
延
床
面

積
を
20
年
間
で
30
％
以

上
削
減
を
目
標
と
し
て

い
る
が
、進
捗
状
況
は
。

市
長　

令
和
２
年
度
末

時
点
で
の
実
績
は
４
％

で
あ
る
。

芦
田　

令
和
６
年
度
ま

で
に
15
％
削
減
を
目
標

と
し
て
い
る
が
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

市
長　

こ
の
現
状
を
受

け
入
れ
、
市
民
と
意
識

の
共
有
を
図
る
。

第２次安芸高田市総合計画

芦田 宏治
（無所属）

市総合計画（2015～2024）
の前期５年の成果は
市長／人口の達成目標は大幅

に下振れしている　　

市
総
合
計
画

に
つ
い
て　
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一般
質問

山
本　

梅
雨
末
期
に
見

ら
れ
る
江
の
川
沿
岸
の

浸
水
に
つ
い
て
、
内
水

に
よ
っ
て
浸
水
す
る
地

区
が
あ
る
が
浸
水
対
策

は
。

市
長　

内
水
排
除
の
施

設
を
市
が
単
独
で
整
備

す
る
の
は
、
財
政
面
か

ら
非
常
に
困
難
。
排
水

ポ
ン
プ
車
の
新
設
を
国

に
要
望
し
て
い
る
。

山
本　

土
師
ダ
ム
堤
体

か
ら
三
次
秋
町
境
ま
で

に
家
屋
の
浸
水
が
お
き

る
箇
所
数
は
。

小
野
建
設
部
長　

吉
田

町
３
箇
所
、
甲
田
町
３

箇
所
、高
宮
町
４
箇
所
。

　

内
、
常
時
排
水
ポ
ン

プ
車
を
設
置
す
る
の
は

３
箇
所
で
あ
る
。

山
本　

三
次
市
は
、
秋

町
や
川
地
地
区
に
お
い

て
、
地
元
の
土
木
建
築

業
者
と
期
間
を
決
め
て

水
中
ポ
ン
プ
に
よ
る
排

水
作
業
を
契
約
に
よ
り

行
っ
て
い
る
が
、
本
市

で
も
で
き
な
い
か
。

市
長　

三
次
市
は
少
し

先
を
進
ま
れ
て
い
る
と

思
う
。
本
市
も
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
と
考
え
る
。

内水によって浸水する
地区への浸水対策は
市長／排水ポンプ車の新設を

国に要望している　　

江
の
川
沿
い
の　
　

浸
水
対
策
に
つ
い
て山本 数博

（無所属）

西日本豪雨時の浸水箇所

新
田　

猟
師
の
負
担
軽

減
の
考
え
は
。

市
長　

負
担
軽
減
に
取

り
組
む
べ
き
だ
と
考

え
、
検
討
し
て
い
る
。

事
業
廃
止
に
つ
い
て

新
田　

安
芸
高
田
市
花

火
大
会
の
今
後
の
対
応

は
。

市
長　

こ
の
町
の
活
力

と
な
る
よ
う
課
題
を
洗

い
出
し
、
実
行
委
員
会

と
模
索
し
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

新
田　

寄
附
を
い
た
だ

い
て
い
る
企
業
・
団
体

へ
の
説
明
は
。

市
長　

再
開
を
検
討
し

て
い
く
に
当
た
っ
て
協

賛
は
必
要
が
あ
る
の
で

意
見
交
換
し
て
い
き
た

い
。

新
田　

神
楽
門
前
湯
治

村
の
多
く
の
役
員
が
辞

め
ら
れ
た
が
、
設
立
経

緯
な
ど
配
慮
し
ど
の
よ

う
に
説
明
さ
れ
た
の
か
。

市
長　

株
主
は
利
益
を

最
大
化
に
す
る
た
め
、

あ
ら
ゆ
る
注
文
を
役
員

に
言
う
。
市
の
財
政
・

財
産
を
預
か
っ
て
い
る

立
場
で
一
切
の
配
慮
は

あ
り
得
な
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

市
の
広
報
戦
略
と
今

後
の
展
開
に
つ
い
て

鳥獣害対策
市
長
／
専
門
家
を
招
き
成
果
を
上
げ
ら

れ
る
手
法
を
確
立
す
る
計
画
　

イ
ノ
シ
シ
対
策

 

モ
デ
ル
事
業
は

イノシシの捕獲が期待される箱わな

新田 和明
（無所属）
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一般
質問

南
澤　

オ
ラ
ン
ダ
で
普

及
す
る
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン

教
育
の
導
入
が
長
野
県

や
福
山
市
で
始
ま
っ
た
。

学
習
者
が
自
分
自
身
と

向
き
合
い
成
長
を
確
か

め
な
が
ら
、
他
者
と
の

関
わ
り
方
を
身
に
つ
け

る
教
育
方
法
で
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
学
習
者
自

身
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
く

主
体
的
な
学
び
が
特
長

で
あ
る
。
主
体
的
か
つ

共
同
的
な
学
び
の
推
進

は
文
科
省
の
方
針
で
も

あ
る
。
導
入
の
考
え
は

な
い
か
。

市
長　

未
来
を
先
取
り

す
る
価
値
の
あ
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
だ
が
、
当
市
で

の
実
現
可
能
性
は
慎
重

に
検
討
す
る
。

教
育
長　

学
ぶ
点
が
多

い
が
、
現
状
で
は
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
、
教
員
を

は
じ
め
地
域
・
保
護
者

の
意
識
改
革
な
ど
課
題

が
あ
る
。

南
澤　

地
域
お
こ
し
協

力
隊
や
県
の
実
証
研
究

事
業
な
ど
の
活
用
を
提

案
し
た
い
。

教
育
長　

議
論
し
て
結

論
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。

文科省：新しい学習指導要領　リーフレットより抜粋

田
邊　

周
辺
に
問
題
が

あ
る
指
定
緊
急
避
難
所

へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
。

市
長　

即
効
性
の
あ
る

対
策
と
し
て
、
有
事
に

対
す
る
平
時
の
備
え
が

大
事
だ
と
い
う
啓
発
に

取
り
組
む
。

田
邊　

避
難
情
報
を
発

信
す
る
た
め
に
、
防
災

無
線
を
活
用
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

市
長　

防
災
無
線
の
設

置
は
行
わ
ず
、
お
太
助

フ
ォ
ン
な
ど
で
対
応
し

て
い
く
。

田
邊　

過
去
に
使
用
し

て
い
た
防
災
無
線
や
学

校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

等
、
あ
る
物
を
利
用
す

る
考
え
が
あ
る
か
。

市
長　

あ
る
物
が
現
実

的
に
使
え
れ
ば
、
活
用

し
た
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

田
邊　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入

や
リ
ー
ス
の
補
助
事
業

は
あ
る
か
伺
う
。

市
長　

自
主
防
災
組
織

設
立
時
に
は
、
資
機
材

整
備
の
補
助
金
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
振
興
会
等
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
へ
の
申
請
が
可
能
で

あ
る
。

問題のある指定緊急
避難所への対策
市長／有事に対する平時

の備えが大事　　

防
災
に
つ
い
て

「個別最適な
学び」推進

教
育
長
／
議
論
す
る

進
め
方
に
つ
い
て

田邊 介三
（無所属）

南澤 克彦
（無所属）

浸水想定区域に囲まれた指定緊急避難所
（クリスタルアージョ）



16第70号　令和3年8月15日発行

一般
質問

石
飛　

本
市
の
活
力
を

生
む
最
重
要
事
業
と
思

う
。
ど
の
よ
う
に
捉
え

ら
れ
て
る
か
。

市
長　

重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
可
能
と
な
っ

た
取
組
を
進
め
る
。

石
飛　

事
業
を
ど
こ
ま

で
本
気
で
実
行
に
移
す

か
。

市
長　

郡
山
全
体
の
、

特
に
観
光
資
源
と
し
て

活
用
を
考
え
て
い
る
。

石
飛　

管
理
団
体
と
し

て
安
芸
高
田
市
が
指
定

さ
れ
る
予
定
は
。

市
長　

郡
山
城
跡
は
、

管
理
団
体
の
指
定
が
無

く
て
も
保
存
活
用
整
備

は
可
能
。

石
飛　

企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
利
用
し
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長　

企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
す
る
こ

と
は
可
能
。
但
し
財
政

再
建
も
考
え
て
。

石
飛　

清
神
社
の
上
層

部
の
雨
水
排
水
対
策
を
。

市
長　

復
旧
予
防
策
の

治
山
事
業
を
県
農
林
事

務
所
と
調
整
中
で
あ
る
。 史跡毛利氏城跡（郡山城跡）保存活用計画「史跡の整備方法」

金
行　

新
た
な
取
組
は
、

ど
の
よ
う
な
視
点
を
最

重
要
と
考
え
ら
れ
る
か
。

市
長　

古
く
て
新
し
い

取
組
に
な
る
。
公
共
施

設
の
圧
縮
で
あ
る
。
現

状
は
削
減
が
全
く
進
ん

で
い
な
い
の
で
、
先
に

送
ら
れ
な
い
重
要
な
こ

と
。

金
行　

従
来
か
ら
継
続

す
る
事
業
で
、
重
点
的

に
取
り
組
む
事
業
は
。

市
長　

多
文
化
共
生
で

あ
る
。
近
年
は
多
様
性

と
い
う
観
点
も
重
要
で

あ
る
。
ま
た
、
当
市
が

誇
る
神
楽
、
こ
れ
は
世

界
に
通
じ
る
。

金
行　

事
業
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
し
、
取
り
組

む
こ
と
は
。

市
長　

大
幅
な
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
が
必
要
。
民
間

事
業
者
へ
の
移
管
や
提

携
を
考
え
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

金
行　

高
齢
者
施
設
等

従
事
者
、
保
育
士
、
学

校
の
先
生
方
へ
の
接
種

は
。

市
長　

保
育
士
、
介
護

従
事
者
、
教
育
関
係
者

へ
の
優
先
接
種
を
検
討

し
て
い
く
。

本市に活力を生む
最重要事業
市長／最小限で観光資源
　　　として活用

史
跡
毛
利
氏
城
跡
保
存

活
用
計
画
に
つ
い
て　

後期
基本計画

市
長
／
公
共
施
設
の
圧
縮

新
た
な
取
組
は

金行 哲昭
（無所属）

石飛 慶久
（無所属）

第2次安芸高田市総合計画　後期基本計画
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一般
質問

山
根　

意
見
交
換
の
先

に
目
指
す
も
の
は
。

市
長　

市
民
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
を
形
に
す
る
こ

と
。

山
根　

田
ん
ぼ
ア
ー
ト

跡
地
へ
の
考
え
は
。

市
長　

具
体
的
な
考
え

は
な
い
。
コ
ン
セ
プ
ト

を
し
っ
か
り
と
定
め
る

と
い
う
方
針
で
あ
る
。

山
根　

公
園
構
想
の
実

現
化
に
つ
い
て
は
。

市
長　

で
き
る
だ
け
急

が
な
い
方
針
で
い
る
。

優
先
順
位
は
低
い
。

山
根　

Ｒ
３
年
度
の
事

業
・
施
策
へ
の
反
映
は
。

市
長　

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

の
再
生
回
数
が
飛
躍
的

に
増
加
、
広
報
あ
き
た

か
た
で
市
長
コ
ラ
ム
を

始
め
た
。

山
根　

５
月
26
日
の
緊

急
事
態
宣
言
下
に
「
ベ

ン
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
語

る
」
を
、
中
止
か
延
期

で
な
く
実
施
し
た
の
は
。

市
長　

べ
ン
チ
ャ
ー
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
参

加
者
は
全
部
リ
モ
ー
ト
。

全
く
問
題
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

あきたかたMeet-up
～＃教育を語ってみる～【小学生編】2月24日

秋
田　

新
過
疎
法
の
運

用
が
始
ま
り
、
こ
れ
に

伴
う
「
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
」の
策
定
は
。

市
長　

年
内
の
策
定
を

目
指
し
て
進
め
て
い
る
。

秋
田　

法
の
目
的
を
自

立
促
進
か
ら
持
続
的
発

展
に
見
直
し
て
い
る
が

市
と
し
て
ど
う
受
け
止

め
取
組
を
行
う
の
か
。

市
長　

地
方
を
心
配
し

て
の
自
立
か
ら
期
待
を

込
め
た
支
援
の
方
針
に

変
わ
り
、
過
疎
地
域
の

特
性
や
機
能
を
発
揮
し

て
生
か
す
こ
と
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

秋
田　

家
族
の
世
話
な

ど
を
す
る
子
ど
も
達
の

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ

い
て
の
把
握
と
認
識
は
。

教
育
長　

特
化
し
た
調

査
は
行
っ
て
い
な
い
が

気
に
な
る
事
案
は
会
議

等
で
連
携
を
し
て
い
る
。

秋
田　

今
後
の
支
援
は

教
育
と
福
祉
の
連
携
で
。

市
長　

国
の
方
針
を
見

据
え
た
取
組
を
行
う
。

教
育
長　

学
び
の
保
障

と
い
う
視
点
で
取
組
の

充
実
を
図
り
た
い
。

「過疎地域の持続的発展の支援
に関する特措法」の取組は
市長／過疎地域の特性や機能
　　　を生かすことが必要

新
過
疎
法

あきたかた
Meet-up

市
長
／
市
民
と
の
効
率
的
・

効
果
的
な
意
見
交
換

あ
き
た
か
た

M
eet-up

の
目
的
は

秋田 雅朝
（無所属）

山根 温子
（無所属）

ヤングケアラーはこんな子どもたちです
（出典：厚生労働省ホームページ）



18第70号　令和3年8月15日発行

一般
質問

山
本　

経
年
劣
化
で
修

繕
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
財
団
か
ら
の
補
助

が
決
定
し
て
い
る
が
申

請
が
進
ん
で
い
な
い
。

市
長　

補
助
金
を
活
用

し
た
補
修
、
改
修
は
見

送
る
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

山
本　

修
理
、
補
修
を

見
送
る
と
い
う
こ
と
は

廃
止
す
る
意
向
で
あ
る

と
受
け
止
め
る
。

市
長　

見
送
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
が
決
定

し
た
事
実
は
な
い
。

山
本　

財
政
が
厳
し
い

の
で
あ
れ
ば
、
国
、
県

に
要
望
し
て
制
度
を
利

用
し
た
補
助
金
を
利
用

す
る
の
が
市
長
の
務
め

で
は
。

市
長　

国
や
県
の
制
度

の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
。「
陳
情
に
上
が
っ

て
予
算
を
と
っ
て
く
る
」

そ
ん
な
方
法
は
考
え
る

べ
き
で
な
い
と
断
じ
て

お
く
。

山
本　

や
は
り
、
国
や

県
の
補
助
金
を
当
て
に

し
な
い
と
い
け
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

市
長　

国
や
県
と
の
対

話
は
当
然
必
要
。
そ
の

た
め
に
職
員
が
機
能
す

る
よ
う
に
ま
と
め
る
の

が
私
の
務
め
で
あ
る
。

活動拠点として活用が期待されている
八千代B＆G海洋センター

熊
高　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今

後
に
つ
い
て
。

市
長　

64
歳
以
下
の
接

種
は
７
月
中
旬
予
定
。

そ
れ
に
先
駆
け
、
特
定

職
種
で
介
護
従
事
者
、

保
育
士
。
さ
ら
に
、
教

育
関
係
者
、
中
学
生
以

上
の
生
徒
も
対
象
と
し

て
検
討
し
て
い
る
。

熊
高　

経
済
対
策
支
援

の
現
状
と
効
果
に
つ
い

て
。

市
長　

国
の
定
額
給
付

金
10
万
円
は
、
７
割
が

貯
蓄
に
回
っ
た
。
市
の

給
付
金
事
業
、
商
品
券

お
買
物
券
は
家
計
支
援

と
し
て
使
用
率
95
％
超
。

換
金
額
５
億
９
千
万
円

の
効
果
と
し
て
政
策
効

果
が
あ
っ
た
。

熊
高　

令
和
４
年
度
へ

の
方
向
性
に
つ
い
て
。

市
長　

今
年
度
は
市
役

所
内
部
の
改
革
と
し
て
、

人
事
評
価
、
制
度
の
見

直
し
。
予
算
策
定
の
手

順
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
確
立
。
現
在
は
各

部
局
の
課
題
を
洗
い
出

し
、
０
ベ
ー
ス
で
議
論

を
行
う
。
来
年
度
は
組

織
再
編
を
視
野
に
入
れ

て
い
る
。

行
政
施
策
に
つ
い
て

ワクチン接種の今後に
ついて
市長／特定職種の方を

優先する　　　

コ
ロ
ナ
対
策熊高 昌三

（無所属）

６月３日、１回目のワクチン接種会場
（吉田会場）の模様

Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンターの補修
市
長
／
公
共
施
設
の
廃
止
の
検
討

補
助
金
活
用
で

 

修
繕
を

山本 　優
（無所属）
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第1回臨時会第1回臨時会

３
年
度

可 

決

新型コロナウイルス感染症対策として
1591万1千円追加

（予算総額192億9777万1千円）

○承認第2号　専決処分の承認【令和2年度 安芸高田市一般会計補正予算（第13号）】
県の事業繰越に伴う、市の負担金の繰越明許費を補正する必要が生じ専決処分を行った。

○承認第3号　専決処分の承認【安芸高田市税条例等の一部を改正する条例】
地方税法等の一部を改正する法律が令和３年３月31日に公布され、同年４月１日に施行された
ことに伴い、条例の一部を改正する必要が生じ、専決処分により改正した。

承認第3号の主な内容
・�「非課税限度額等における国外居住親族の取扱いの見直し」により、一定の要件を満たす場
合を除き国外居住親族を扶養控除から外すこととし、住民税の均等割、所得割の非課税の範
囲、均等割の軽減の判定をする「扶養親族」を「年齢16歳未満の者及び控除対象扶養親族」
にするもの。
・�「医療費控除の特例」について、適切な健康管理のもとで医療用医薬品からの代替を推進す
るため、医師の処方箋がない医薬品の医療費控除期間を５年間延長して令和９年度までとす
るもの。
・�新型コロナウイルス感染症等に係る住宅借入金等特別控除は、２年特例延長されて、令和４
年12月末までに入居すれば、13年間控除が受けられるようにするもの。
・�固定資産税関係は、平成30年７月豪雨により滅失した住宅の敷地について、小規模住宅用地
の課税標準額を６分の１、その他の住宅用地の課税標準額を３分の１とする特例措置の適用
を受けようとする者がするべき申告について規定を追加。また、「固定資産税の負担調整措置」
は対象年度を令和５年度まで延長し、新型コロナウイルス感染症の拡大による環境の大きな
変化や固定資産税の負担感に配慮する観点から、令和３年度に限り固定資産税の税額が増加
する土地については、前年度の税額に据え置く規定を追加するもの。
・�軽自動車税関係、「環境性能割の臨時的軽減について」は軽自動車を取得した場合、税率の１％
軽減が適用される。コロナの状況等を勘案し適用期間を９か月延長し、令和３年12月31日ま
でに取得したものを対象とする。軽自動車税の種別割の税率の特例は、CO2削減や低燃費化
した車を優遇する制度で新車登録時の翌年度のみ適用される。
　�　今回の改正では、軽貨物自動車については、電気自動車等に適用を拡大し、営業用乗用車
については、令和12年度燃費基準への切り替えを行った上で、さらに２年間延長するもの。

○承認第4号　専決処分の承認【固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例】
国の税制改正において、国税、地方税の税務関係書類について、押印義務の見直しを受け、「安
芸高田市固定資産評価審査委員会条例」の審査申出書等の書面への押印及び署名を不要とする
改正を行った。

全て承認

議案第30号　令和3年度 安芸高田市一般会計補正予算（第2号）
既定の予算総額に、1,591万１千円を追加し、予算の総額を192億9,777万１千円とするもの。内
容はコロナ対策で、ひとり親世帯に対して、児童1人当たり一律５万円の子育て世帯生活支援
特別給付金を支給するもの。経費は全て国庫負担で賄われる。

可　　決

（4月28日）
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政務活動費政務活動費

令和2年度　政務活動費収支報告
　条例に基づき、議員の調査研究・活動に要するために必要な経費の一部が交付されます。
安芸高田市では、議員個人に月額３万円交付されています。

　令和2年4月～11月までの8ヵ月分 　令和2年12月～3年3月までの4ヵ月分

【改選前】 【改選後】

項　　　　目 金額(円)
収入（交付金） 3,330,000

支　
　

出

研修費 0
広報費 0
資料購入費 567,382
資料作成費 0
その他 0
合計 567,382

残余額（返還額） 2,762,618

項　　　　目 金額(円)
収入（交付金） 1,440,000

支　
　

出

研修費 0
広報費 0
資料購入費 319,734
資料作成費 0
その他 0
合計 319,734

残余額（返還額） 1,120,266

氏　名 申請 支出額(円)
武 岡 隆 文 ○ 59,574
新 田 和 明 ○ 27,200
芦 田 宏 治 ○ 198,850
玉 井 直 子 ○ 34,248
山 根 温 子 ○ 13,200
前 重 昌 敬 ○ 34,334
石 飛 慶 久 ―
児 玉 史 則 ―
大 下 正 幸 ○ 26,584
山 本 　 優 ○ 0
熊 高 昌 三 ○ 145,760
宍 戸 邦 夫 ―
秋 田 雅 朝 ○ 0
塚 本 　 近 ○ 0
金 行 哲 昭 ○ 27,632
青 原 敏 治 ○ 0
水 戸 眞 悟 ― 　
先 川 和 幸 ○ 0
合　　　計 14人 567,382

氏　名 申請 支出額(円)
南 澤 克 彦 ○ 22,405
田 邊 介 三 ○ 5,500
山 本 数 博 ―
武 岡 隆 文 ○ 34,492
新 田 和 明 ○ 13,600
芦 田 宏 治 ○ 110,937
山 根 温 子 ○ 0
先 川 和 幸 ○ 0
児 玉 史 則 ―
大 下 正 幸 ○ 13,292
山 本 　 優 ○ 16,000
熊 高 昌 三 ○ 79,200
秋 田 雅 朝 ○ 10,492
金 行 哲 昭 ○ 13,816
石 飛 慶 久 ―
宍 戸 邦 夫 ―
合　　　計 12人 319,734

　※武岡議員は 7ヵ月分交付
　※
　のページへも掲載をしています。

市ホームページ 安芸高田市議会→→
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表　彰表　彰

議会のうごき議会のうごき

４月～６月の議会の主な活動状況議会のうごき

９日　議会広報特別委員会
19日　全員協議会
21日　議会運営委員会
26日　議会広報特別委員会
28日　第１回臨時会
	 全員協議会

12日　議会運営委員会
20日　全員協議会
26日　議会運営委員会

２日　第２回臨時会
４日　議会運営委員会
11日　第２回定例会（開会）
	 議会広報特別委員会
14日　予算決算常任委員会
	 全員協議会
16日　本会議（一般質問）
17日　本会議（一般質問）
21日　全員協議会
22日　総務文教常任委員会
23日　産業厚生常任委員会
	 議会運営委員会
28日　第２回定例会（閉会）

4月 5月 6月

■令和３年第３回定例会は
� ９月上旬から開会を予定しています

※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

中国市議会議長会 議員表彰
議　員　　28年　：　金行　哲昭

議　員　　16年　：　山本　優

議　員　　12年　：　石飛　慶久　　大下　正幸
　　　　　　　　　　��先川　和幸　　児玉　史則
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
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の
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と
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は
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ち
の
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会
、
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大
き
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を
及
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す
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５
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に
は
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が
発
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市
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や
会
議
が
中
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、
延
期
と
な
り
ま
し
た
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、
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で
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し
、
そ
の
後
64
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以
下
の
方
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接
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始
ま
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予
定
で
す
。
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活
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大
き
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変
わ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

と
共
存
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新
し
い
生
活
へ
の
取
組

な
ど
、
議
会
だ
よ
り
で
も
取
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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吉田小学校１年生児童（6月24日） 勝田里山保全会（4月24日）

保垣ＧＧ同好会（7月10日）

1年生になって初めてのプール授業1年生になって初めてのプール授業 竹林整備の副産物竹林整備の副産物
メンマ用タケノコの塩漬けメンマ用タケノコの塩漬け

地域に愛される図書館地域に愛される図書館

水泳上手になりたいな水泳上手になりたいな

甲田小学校4年生のプール授業（6月30日）

川根小学校（7月20日）

みんな元気にホールインワンみんな元気にホールインワン

安芸高田市立美土里図書館（7月9日）

ICT授業を楽しむ子どもたちICT授業を楽しむ子どもたち


